
専修学校設置基準の一部を改正する省令の施行等について（通知）

平成６年６月２１日 文生生第２０９号

各都道府県知事、各都道府県教育委員会、

専修学校を置く国立大学長あて

文部事務次官通知

このたび，別添１のとおり，「専修学校設置基準の一部を改正する省令（平成６年文部

省令第１４号）」が平成６年６月２１日に公布され，平成６年７月１日から施行されるこ

とになりました。

また，別添２のとおり，「専修学校の専門課程の修了者に対する専門士の称号の付与に

関する規程」が平成６年６月２１日文部省告示第８４号をもって定められ，平成７年１月

１日から実施されることになりました。

今回の専修学校設置基準の改正省令及び告示の概要，留意点等は，下記のとおりですの

で，十分御留意の上，その運用に当たって遺憾のないようお取り計らいください。

記

第１ 専修学校設置基準（昭和５１年文部省令第２号）の一部改正

１ 改正の趣旨

今回の改正の趣旨は，多様な学習ニーズに対応し，個々の専修学校がその特色を生

かして教育内容の一層の充実を図ることができるようにするとともに，生涯学習の振

興の観点から，専修学校への社会人の受入れを推進するため学習機会の多様化を図る

ものであること。

２ 改正の概要

(1) 専門課程の授業科目に係る制限の廃止等について

① 多様な学習ニーズに対応し，特色ある教育課程を編成できるようにするため，

総授業時数のおおむね１０分の８程度を当該学科に係る専門教育科目等の授業に

充てるものとする規定を廃止したこと。（改正前の第９条関係）

② しかしながら，専門課程においては，専門的な知識，技術等を修得するだけで

なく豊かな人間性を涵養することも重要であることから，授業科目の開設に当た

っては，豊かな人間性を涵養するよう適切に配慮しなければならないこととした

こと。（改正後の第８条第３項関係）

(2) 他の専修学校等における授業科目の履修等について

① 教育内容の充実・豊富化を図るため，専修学校が教育上有益と認めるときは，

専修学校の定めるところにより，専修学校の高等課程においては，生徒が行う他



の専修学校の高等課程における授業科目の履修を，専修学校の専門課程において

は，生徒が行う他の専修学校の専門課程における授業科目の履修又は大学若しく

は短期大学における学修その他文部大臣が別に定める学修を，それぞれの課程の

修了に必要な総授業時数の４分の１を超えない範囲で，それぞれの課程における

選択科目の履修とみなすことができることとしたこと。（改正後の第９条関係）

なお，この文部大臣が別に定める学修は，平成６年６月２１日文部省告示第８

３号をもって定められたこと。（別添１中別紙）

② 今回の措置は，生徒が他の専修学校等の授業科目を履修することが教育上有益

であると専修学校が判断した場合に実施するものであり，そのような教育上の配

慮なしに実施したり，あるいは，課程の修了に必要な授業科目を自校で開設せず

に，他の専修学校等の授業科目の履修をもって代替させるような取扱いを認める

ものではないこと。

③ 専修学校は，実施に当たっては，あらかじめ他の専修学校等との間で，対象と

なる授業科目，対象とする生徒数，授業料の取扱いその他実施に必要とされる具

体的な事項について協議するとともに，学則等学内諸規程において，対象となる

授業科目等について規定することが必要であること。

(3) 昼夜開講制について

正規課程への社会人の受入れを推進するため，専修学校は，教育上必要と認めら

れる場合には，昼夜開講制（同一学科において昼間及び夜間の双方の時間帯におい

て授業を行うことをいう。）により授業を行うことができることを明らかにしたこ

と。（改正後の第１０条関係）

(4) 科目等履修生について

社会人に対しパートタイムによる学習機会を提供するため，専修学校は，専修学

校の定めるところにより，当該専修学校の生徒以外の者に，当該専修学校において，

一又は複数の授業科目を履修させることができることとしたこと。（改正後の第１

１条関係）

(5) 授業時数を単位数に換算する場合の計算方法について

専修学校においては，授業時間制が採られているところであるが，専修学校と大

学等との連携を図りやすくする等のため，高等課程の場合は高等学校，専門課程の

場合は大学の単位数の計算方法と同様に，授業時数を単位数に換算する場合の計算

方法について定めたこと。（改正後の第１２条及び第１３条関係）

(6) 教員資格の弾力化について

① 専修学校の教員について広く社会に人材を求め，学歴にかかわらず，特定の分

野について，特に優れた技術等を有する者を登用することは，専修学校教育の充



実を図る上で有益であることから，それらの者に教員資格を認めることとしたこ

と。（改正後の第１５条関係）

② 今回の改正は，教員の資格を拡大し，広い範囲に優れた人材を求めることがで

きることとしたものであり，資格の水準自体を変更したものではないこと。

(7) 分野の区分「家政関係」の名称変更について

分野の区分「家政関係」に属する学科の大部分は服飾関係の学科であるので，そ

の名称を「家政関係」から「服飾・家政関係」に改めたこと。(改正後の別表関係)

(8) 施行期日等

施行期日を平成６年７月１日とするとともに，所要の規定の整備を行ったこと。

(9) その他

各専修学校においては，これまでも教育の充実に向けての取組みがなされている

ところであるが，今後とも改正の趣旨を生かし，教育の一層の充実を図るために，

自校の教育活動等の状況について自ら点検及び評価を行うことに努めるよう配慮願

いたいこと。

第２ 専修学校の専門課程の修了者に対する専門士の称号の付与に関する規程（平成６年

６月２１日文部省告示第８４号）の制定

１ 制定の目的

この規程は，専修学校の専門課程における学習の成果を適切に評価し，一定の専修

学校の専門課程の修了者に対し専門士の称号を付与することにより，その修了者の社

会的評価の向上を図り，もって生涯学習の振興に資することを目的とするものである

こと。（第１条関係）

２ 告示の概要

(1) 文部大臣が次の要件を満たすと認める課程を修了した者は，専門士と称すること

ができることとしたこと。（第２条関係）

① 修業年限が２年以上であること。

② 課程の修了に必要な総授業時数が１，７００時間以上であること。

③ 試験等により成績評価を行い，その評価に基づいて課程修了の認定を行ってい

ること。

(2) 文部大臣は，修了者が専門士と称することができる専門課程として認めた課程を

官報で告示すること等としたこと。（第３条関係）

(3) 実施期日を平成７年１月１日としたこと。（附則関係）



別
添
１

○
文
部
省
令
第
十
四
号

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
八
十
二
条
の
六
、
第
八
十
二
条
の
七
及
び
第
八
十
八
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
専
修
学
校
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
六
年
六
月
二
十
一
日

文
部
大
臣

赤
松

良
子

専
修
学
校
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

専
修
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
文
部
省
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
（
第
八
条
・
第
九
条
）
」
を
「
（
第
八
条
―
第
十
三
条
）
」
に
、
「
（
第
十
条
―
第
十
三
条
）
」
を
「
（
第
十
四

条
―
第
十
七
条
）
」
に
、
「
（
第
十
四
条
―
第
二
十
条
）
」
を
「
（
第
十
八
条
―
第
二
十
四
条
）
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
専
門
課
程
の
授
業
科
目
の
開
設
に
当
た
つ
て
は
、
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
す
る
よ
う
適
切
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

か
ん

ら
な
い
。

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
他
の
専
修
学
校
等
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
等
）

第
九
条

専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
お
い
て
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
専
修
学
校
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
生

徒
が
行
う
他
の
専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
を
、
当
該
高
等
課
程
の
修
了
に
必
要
な
総
授
業
時
数
の

四
分
の
一
を
超
え
な
い
範
囲
で
、
当
該
高
等
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

２

専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
お
い
て
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
専
修
学
校
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
生
徒
が

行
う
他
の
専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
又
は
大
学
若
し
く
は
短
期
大
学
に
お
け
る
学
修
そ
の
他
文
部

大
臣
が
別
に
定
め
る
学
修
を
、
当
該
専
門
課
程
の
修
了
に
必
要
な
総
授
業
時
数
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
範
囲
で
、
当
該
専

門
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
専
修
学
校
に
お
い
て
、
履
修
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
授
業
科
目
は
、
当
該
専
修
学
校
の
選
択

科
目
に
限
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
第
十
三
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
を
四
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
十
二
条
第
三
号
中
「
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
後
」
を
「
準
学
士
の
称
号
を
有
す
る
者
で
」
に
、
同
条

第
四
号
中
「
称
号
」
を
「
学
位
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
一
条
第
二
号
中
「
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
を
卒
業
し
た
者
」
を
「

学
士
の
学
位
を
有
す
る
者
」
に
、
「
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
」
を
「
準
学
士
の
称
号
を
有
す
る
者
」
に

改
め
、
同
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

特
定
の
分
野
に
つ
い
て
、
特
に
優
れ
た
知
識
、
技
術
、
技
能
及
び
経
験
を
有
す
る
者

第
十
一
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
条
を
第
十
四
条
と
し
、
第
三
章
中
第
九
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
昼
夜
開
講
制
）

第
十
条

専
修
学
校
は
、
教
育
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
昼
夜
開
講
制
（
同
一
学
科
に
お
い
て
昼
間
及
び
夜
間
の
双

方
の
時
間
帯
に
お
い
て
授
業
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
）
に
よ
り
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
科
目
等
履
修
生
）

第
十
一
条

専
修
学
校
は
、
専
修
学
校
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
専
修
学
校
の
生
徒
以
外
の
者
に
、
当
該
専
修
学
校
に

お
い
て
、
一
又
は
複
数
の
授
業
科
目
を
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
授
業
時
数
の
単
位
数
へ
の
換
算
）

第
十
二
条

専
修
学
校
の
高
等
課
程
の
授
業
科
目
の
授
業
時
数
を
単
位
数
に
換
算
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
三
十
五
時
間
を
も

つ
て
一
単
位
と
す
る
。

第
十
三
条

専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
授
業
科
目
の
授
業
時
数
を
単
位
数
に
換
算
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
四
十
五
時
間
の
学

修
を
必
要
と
す
る
内
容
の
授
業
科
目
を
一
単
位
と
す
る
こ
と
を
標
準
と
し
、
授
業
の
方
法
に
応
じ
、
当
該
授
業
に
よ
る
教
育

効
果
、
授
業
時
間
外
に
必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
、
次
の
基
準
に
よ
り
単
位
数
に
換
算
す
る
も
の
と
す
る
。

一

講
義
及
び
演
習
に
つ
い
て
は
、
十
五
時
間
か
ら
三
十
時
間
ま
で
の
範
囲
で
専
修
学
校
が
定
め
る
授
業
時
数
を
も
つ
て
一

単
位
と
す
る
。

二

実
験
、
実
習
及
び
実
技
に
つ
い
て
は
、
三
十
時
間
か
ら
四
十
五
時
間
ま
で
の
範
囲
で
専
修
学
校
が
定
め
る
授
業
時
数
を

も
つ
て
一
単
位
と
す
る
。
た
だ
し
、
芸
術
等
の
分
野
に
お
け
る
個
人
指
導
に
よ
る
実
技
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
専
修
学
校

が
定
め
る
授
業
時
数
を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
卒
業
研
究
、
卒
業
制
作
等
の
授
業
科
目
の
授
業
時
数
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
に
必
要
な
学

修
等
を
考
慮
し
て
、
単
位
数
に
換
算
す
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
一
中
「
別
表
第
一

専
修
学
校
の
教
員
数
（
第
十
条
関
係
）
」
を
「
別
表
第
一

専
修
学
校
の
教
員
数
（
第
十
四
条

関
係
）
」
に
、
「
家
政
関
係
」
を
「
服
飾
・
家
政
関
係
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
別
表
第
二

専
修
学
校
の
校
舎
面
積
（
第
十
七
条
関
係
）
」
を
「
別
表
第
二

専
修
学
校
の
校
舎
面
積
（
第

二
十
一
条
関
係
）
」
に
、
「
家
政
関
係
」
を
「
服
飾
・
家
政
関
係
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



○
専
修
学
校
設
置
基
準
の
一
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を
改
正
す
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省
令

新
旧
対
照
条
文

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）
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後

改
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次

目
次
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第
一
条
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八
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十
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）
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教
科
（
第
八
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）

第
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章

教
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十
四
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―
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十
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）

第
四
章

教
員
（
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―
第
十
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条
）

第
五
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施
設
及
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設
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等
（
第
十
八
条
―
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四
条
）

第
五
章
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及
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四
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則

附
則

第
三
章

教
科

第
三
章

教
科

（
授
業
科
目
）

（
授
業
科
目
）

第
八
条

専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
お
い
て
は
、
中
学
校
に
お
け

第
八
条

（
同
上
）

る
教
育
の
基
礎
の
上
に
、
心
身
の
発
達
に
応
じ
て
専
修
学
校
の

教
育
を
施
す
に
ふ
さ
わ
し
い
授
業
科
目
を
開
設
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
お
い
て
は
、
高
等
学
校
に
お
け
る

２

（
同
上
）

教
育
の
基
礎
の
上
に
、
深
く
専
門
的
な
程
度
に
お
い
て
専
修
学

校
の
教
育
を
施
す
に
ふ
さ
わ
し
い
授
業
科
目
を
開
設
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
専
門
課
程
の
授
業
科
目
の
開
設
に
当
た
つ
て
は
、
豊

（
新
設
）

か
な
人
間
性
を
涵
養
す
る
よ
う
適
切
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

か
ん

な
い
。

４

専
修
学
校
の
一
般
課
程
に
お
い
て
は
、
そ
の
目
的
に
応
じ
て

３

（
同
上
）

専
修
学
校
の
教
育
を
施
す
に
ふ
さ
わ
し
い
授
業
科
目
を
開
設
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
他
の
専
修
学
校
等
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
等
）

（
専
門
課
程
の
授
業
科
目
）

第
九
条

専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
お
い
て
は
、
教
育
上
有
益
と

第
九
条

専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
お
い
て
は
、
総
授
業
時
数
の

認
め
る
と
き
は
、
専
修
学
校
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
生
徒

お
お
む
ね
十
分
の
八
程
度
を
当
該
学
科
に
係
る
専
門
教
育
科
目

が
行
う
他
の
専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履

又
は
こ
れ
に
関
連
す
る
授
業
科
目
の
授
業
に
充
て
る
も
の
と
す

修
を
、
当
該
高
等
課
程
の
修
了
に
必
要
な
総
授
業
時
数
の
四
分

る
。

の
一
を
超
え
な
い
範
囲
で
、
当
該
高
等
課
程
に
お
け
る
授
業
科

目
の
履
修
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

２

専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
お
い
て
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め

る
と
き
は
、
専
修
学
校
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
生
徒
が
行

う
他
の
専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
又

は
大
学
若
し
く
は
短
期
大
学
に
お
け
る
学
修
そ
の
他
文
部
大
臣

が
別
に
定
め
る
学
修
を
、
当
該
専
門
課
程
の
修
了
に
必
要
な
総

授
業
時
数
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
範
囲
で
、
当
該
専
門
課
程

に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
専
修
学
校
に
お
い
て
、
履
修
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
授
業
科
目
は
、
当
該
専
修
学
校
の
選
択
科

目
に
限
る
も
の
と
す
る
。

（
昼
夜
開
講
制
）

第
十
条

専
修
学
校
は
、
教
育
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は

（
新
設
）



、
昼
夜
開
講
制
（
同
一
学
科
に
お
い
て
昼
間
及
び
夜
間
の
双
方

の
時
間
帯
に
お
い
て
授
業
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
）
に
よ
り
授

業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
科
目
等
履
修
生
）

第
十
一
条

専
修
学
校
は
、
専
修
学
校
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

（
新
設
）

、
当
該
専
修
学
校
の
生
徒
以
外
の
者
に
、
当
該
専
修
学
校
に
お

い
て
、
一
又
は
複
数
の
授
業
科
目
を
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
授
業
時
数
の
単
位
数
へ
の
換
算
）

第
十
二
条

専
修
学
校
の
高
等
課
程
の
授
業
科
目
の
授
業
時
数
を

（
新
設
）

単
位
数
に
換
算
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
三
十
五
時
間
を
も
つ

て
一
単
位
と
す
る
。

第
十
三
条

専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
授
業
科
目
の
授
業
時
数
を

（
新
設
）

単
位
数
に
換
算
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
四
十
五
時
間
の
学
修

を
必
要
と
す
る
内
容
の
授
業
科
目
を
一
単
位
と
す
る
こ
と
を
標

準
と
し
、
授
業
の
方
法
に
応
じ
、
当
該
授
業
に
よ
る
教
育
効
果

、
授
業
時
間
外
に
必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
、
次
の
基
準
に

よ
り
単
位
数
に
換
算
す
る
も
の
と
す
る
。

一

講
義
及
び
演
習
に
つ
い
て
は
、
十
五
時
間
か
ら
三
十
時
間

ま
で
の
範
囲
で
専
修
学
校
が
定
め
る
授
業
時
数
を
も
つ
て
一

単
位
と
す
る
。

二

実
験
、
実
習
及
び
実
技
に
つ
い
て
は
、
三
十
時
間
か
ら
四

十
五
時
間
ま
で
の
範
囲
で
専
修
学
校
が
定
め
る
授
業
時
数
を

も
つ
て
一
単
位
と
す
る
。
た
だ
し
、
芸
術
等
の
分
野
に
お
け

る
個
人
指
導
に
よ
る
実
技
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
専
修
学
校

が
定
め
る
授
業
時
数
を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
卒
業
研
究
、
卒
業
制
作
等
の

授
業
科
目
の
授
業
時
数
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
に
必
要
な
学
修

等
を
考
慮
し
て
、
単
位
数
に
換
算
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

教
員

第
四
章

教
員

（
教
員
数
）

（
教
員
数
）

第
十
四
条

第
十
条

（
教
員
の
資
格
）

（
教
員
の
資
格
）

第
十
五
条

専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
教
員
は
、
次
の
各
号
の
一

第
十
一
条

専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
教
員
は
、
次
の
各
号
の
一

に
該
当
す
る
者
で
そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
し
、
専
門
的
な
知

に
該
当
す
る
者
で
そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
し
、
専
門
的
な
知

識
、
技
術
、
技
能
等
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

識
、
技
術
、
技
能
等
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

専
修
学
校
の
専
門
課
程
を
修
了
し
た
後
、
学
校
、
専
修
学

一

（
同
上
）

校
、
各
種
学
校
、
研
究
所
、
病
院
、
工
場
等
（
以
下
「
学
校

、
研
究
所
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
そ
の
担
当
す
る
教
育

に
関
す
る
教
育
、
研
究
又
は
技
術
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し

た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
専
門
課
程
の
修
業
年
限
と
当
該
業
務

に
従
事
し
た
期
間
と
を
通
算
し
て
六
年
以
上
と
な
る
者

二

学
士
の
学
位
を
有
す
る
者
に
あ
つ
て
は
二
年
以
上
、
準
学

二

大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
大
学
（
短
期

士
の
称
号
を
有
す
る
者
に
あ
つ
て
は
四
年
以
上
、
学
校
、
研

大
学
を
除
く
。
）
を
卒
業
し
た
者
に
あ
つ
て
は
二
年
以
上
、



究
所
等
に
お
い
て
そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
す
る
教
育
、
研

短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
に
あ
つ
て
は

究
又
は
技
術
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
者

四
年
以
上
、
学
校
、
研
究
所
等
に
お
い
て
そ
の
担
当
す
る
教

育
に
関
す
る
教
育
、
研
究
又
は
技
術
に
関
す
る
業
務
に
従
事

し
た
者

三

高
等
学
校
に
お
い
て
二
年
以
上
教
諭
の
経
験
の
あ
る
者

三

（
同
上
）

四

修
士
の
学
位
を
有
す
る
者

四

（
同
上
）

五

特
定
の
分
野
に
つ
い
て
、
特
に
優
れ
た
知
識
、
技
術
、
技

（
新
設
）

能
及
び
経
験
を
有
す
る
者

六

そ
の
他
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
が
あ
る

五

（
同
上
）

と
認
め
ら
れ
る
者

第
十
六
条

専
修
学
校
の
高
等
課
程
の
教
員
は
、
次
の
各
号
の
一

第
十
二
条

専
修
学
校
の
高
等
課
程
の
教
員
は
、
次
の
各
号
の
一

に
該
当
す
る
者
で
そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
し
、
専
門
的
な
知

に
該
当
す
る
者
で
そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
し
、
専
門
的
な
知

識
、
技
術
、
技
能
等
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

識
、
技
術
、
技
能
等
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
条
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者

一

（
同
上
）

二

専
修
学
校
の
専
門
課
程
を
修
了
し
た
後
、
学
校
、
研
究
所

二

（
同
上
）

等
に
お
い
て
そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
す
る
教
育
、
研
究
又

は
技
術
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
専

門
課
程
の
修
業
年
限
と
当
該
業
務
に
従
事
し
た
期
間
と
を
通

算
し
て
四
年
以
上
と
な
る
者

三

準
学
士
の
称
号
を
有
す
る
者
で
、
二
年
以
上
、
学
校
、
研

三

短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
二
年
以

究
所
等
に
お
い
て
そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
す
る
教
育
、
研

上
、
学
校
、
研
究
所
等
に
お
い
て
そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関

究
又
は
技
術
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
者

す
る
教
育
、
研
究
又
は
技
術
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
者

四

学
士
の
学
位
を
有
す
る
者

四

学
士
の
称
号
を
有
す
る
者

五

そ
の
他
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
が
あ
る

五

（
同
上
）

と
認
め
ら
れ
る
者

第
十
七
条

専
修
学
校
の
一
般
課
程
の
教
員
は
、
次
の
各
号
の
一

第
十
三
条

専
修
学
校
の
一
般
課
程
の
教
員
は
、
次
の
各
号
の
一

に
該
当
す
る
者
で
そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
し
、
専
門
的
な
知

に
該
当
す
る
者
で
そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
し
、
専
門
的
な
知

識
、
技
術
、
技
能
等
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

識
、
技
術
、
技
能
等
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
二
条
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者

一

（
同
上
）

二

高
等
学
校
卒
業
後
、
四
年
以
上
、
学
校
、
研
究
所
等
に
お

二

（
同
上
）

い
て
そ
の
担
当
す
る
教
育
に
関
す
る
教
育
、
研
究
又
は
技
術

に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
者

三

そ
の
他
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
が
あ
る

三

（
同
上
）

と
認
め
ら
れ
る
者

第
五
章

施
設
及
び
設
備
等

第
五
章

施
設
及
び
設
備
等

第
十
八
条
～
第
二
十
四
条

第
十
四
条
～
第
二
十
条

附

則

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



改

正

後

別
表
第
一

専
修
学
校
の
教
員
数
（
第
十
四
条
関
係
）

課
程
の
区
分

学
科
の
属
す
る
分
野
の
区
分

学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と
の

教

員

数

生
徒
総
定
員
の
区
分

八
十
人
ま
で

3

生
徒
総
定
員
－8

0

八
十
一
人
か
ら
二
百
人
ま
で

3

＋

工
業
関
係
、
農
業
関
係
、
医
療
関
係
、

4
0

衛
生
関
係
又
は
教
育
・
社
会
福
祉
関
係

生
徒
総
定
員
－2

0
0

二
百
一
人
か
ら
六
百
人
ま
で

6

＋

5
0

生
徒
総
定
員
－6

0
0

六
百
一
人
以
上

1
4

＋

高
等
課
程
又
は
専
門
課
程

6
0

八
十
人
ま
で

3

生
徒
総
定
員
－8

0

八
十
一
人
か
ら
二
百
人
ま
で

3

＋

商
業
実
務
関
係
、
服
飾
・
家
政
関
係
又
は

4
0

文
化
・
教
養
関
係

生
徒
総
定
員
－2

0
0

二
百
一
人
か
ら
四
百
人
ま
で

6

＋

5
0

生
徒
総
定
員
－4

0
0

四
百
一
人
以
上

1
0

＋

6
0

工
業
関
係
、
農
業
関
係
、
医
療
関
係
、

八
十
人
ま
で

3

衛
生
関
係
、
教
育
・
社
会
福
祉
関
係
、

生
徒
総
定
員
－8

0

八
十
一
人
か
ら
二
百
人
ま
で

3

＋

一
般
課
程

4
0

商
業
実
務
関
係
、
服
飾
・
家
政
関
係
又
は

生
徒
総
定
員
－2
0
0

文
化
・
教
養
関
係

二
百
一
人
以
上

6

＋

6
0

備
考

こ
の
表
の
算
式
中
生
徒
総
定
員
と
あ
る
の
は
、
学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と
の
生
徒
総
定
員
を
い
う
。

改

正

前

別
表
第
一

専
修
学
校
の
教
員
数
（
第
十
条
関
係
）

課
程
の
区
分

学
科
の
属
す
る
分
野
の
区
分

学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と
の

教

員

数

生
徒
総
定
員
の
区
分

八
十
人
ま
で

3
生
徒
総
定
員
－8

0

八
十
一
人
か
ら
二
百
人
ま
で

3

＋

工
業
関
係
、
農
業
関
係
、
医
療
関
係
、

4
0

衛
生
関
係
又
は
教
育
・
社
会
福
祉
関
係

生
徒
総
定
員
－2

0
0

二
百
一
人
か
ら
六
百
人
ま
で

6

＋

5
0

生
徒
総
定
員
－6

0
0

六
百
一
人
以
上

1
4

＋

高
等
課
程
又
は
専
門
課
程

6
0

八
十
人
ま
で

3

生
徒
総
定
員
－8

0

八
十
一
人
か
ら
二
百
人
ま
で

3

＋

商
業
実
務
関
係
、
家
政
関
係
又
は

4
0

文
化
・
教
養
関
係

生
徒
総
定
員
－2

0
0

二
百
一
人
か
ら
四
百
人
ま
で

6

＋

5
0

生
徒
総
定
員
－4

0
0

四
百
一
人
以
上

1
0

＋

6
0

工
業
関
係
、
農
業
関
係
、
医
療
関
係
、

八
十
人
ま
で

3

衛
生
関
係
、
教
育
・
社
会
福
祉
関
係
、

生
徒
総
定
員
－8

0

八
十
一
人
か
ら
二
百
人
ま
で

3

＋

一
般
課
程

4
0

商
業
実
務
関
係
、
家
政
関
係
又
は

生
徒
総
定
員
－2

0
0

文
化
・
教
養
関
係

二
百
一
人
以
上

6

＋

6
0

備
考

こ
の
表
の
算
式
中
生
徒
総
定
員
と
あ
る
の
は
、
学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と
の
生
徒
総
定
員
を
い
う
。



改

正

後

別
表
第
二

専
修
学
校
の
校
舎
面
積
（
第
二
十
一
条
関
係
）

イ

基
準
校
舎
面
積
の
表

課
程
の
区
分

学
科
の
属
す
る
分
野
の
区
分

学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と
の

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

生
徒
総
定
員
の
区
分

工
業
関
係
、
農
業
関
係
、
医
療
関
係
、

四
十
人
ま
で

2
6
0

高
等
課
程
又
は

衛
生
関
係
又
は
教
育
・
社
会
福
祉
関
係

四
十
一
人
以
上

2
6
0

＋3
.
0

×
（
生
徒
総
定
員
－4

0

）

専
門
課
程

商
業
実
務
関
係
、
服
飾
・
家
政
関
係
又
は

四
十
人
ま
で

2
0
0

文
化
・
教
養
関
係

四
十
一
人
以
上

2
0
0

＋2
.
5

×
（
生
徒
総
定
員
－4

0

）

工
業
関
係
、
農
業
関
係
、
医
療
関
係
、

四
十
人
ま
で

1
3
0

一
般
課
程

衛
生
関
係
又
は
教
育
・
社
会
福
祉
関
係

四
十
一
人
以
上

1
3
0

＋2
.
5

×
（
生
徒
総
定
員
－4

0

）

商
業
実
務
関
係
、
服
飾
・
家
政
関
係
又
は

四
十
人
ま
で

1
3
0

文
化
・
教
養
関
係

四
十
一
人
以
上

1
3
0

＋2
.
3

×
（
生
徒
総
定
員
－4

0

）

備
考

こ
の
表
に
掲
げ
る
算
式
中
生
徒
総
定
員
と
あ
る
の
は
、
学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と
の
生
徒
総
定
員
を
い
う
。
（
ロ
の
表
に
お

い
て
同
じ
。
）

ロ

加
算
校
舎
面
積
の
表

課
程
の
区
分

学
科
の
属
す
る
分
野
の
区
分

学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と
の

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

生
徒
総
定
員
の
区
分

工
業
関
係
、
農
業
関
係
、
医
療
関
係
、

四
十
人
ま
で

1
8
0

高
等
課
程
又
は

衛
生
関
係
又
は
教
育
・
社
会
福
祉
関
係

四
十
一
人
以
上

1
8
0

＋3
.
0

×
（
生
徒
総
定
員
－4

0

）

専
門
課
程

商
業
実
務
関
係
、
服
飾
・
家
政
関
係
又
は

四
十
人
ま
で

1
4
0

文
化
・
教
養
関
係

四
十
一
人
以
上

1
4
0

＋2
.
5

×
（
生
徒
総
定
員
－4

0

）

工
業
関
係
、
農
業
関
係
、
医
療
関
係
、

四
十
人
ま
で

1
1
0

一
般
課
程

衛
生
関
係
又
は
教
育
・
社
会
福
祉
関
係

四
十
一
人
以
上

1
1
0

＋2
.
5

×
（
生
徒
総
定
員
－4

0

）

商
業
実
務
関
係
、
服
飾
・
家
政
関
係
又
は

四
十
人
ま
で

1
0
0

文
化
・
教
養
関
係

四
十
一
人
以
上

1
0
0

＋2
.
3

×
（
生
徒
総
定
員
－4

0

）

改

正

前

別
表
第
二

専
修
学
校
の
校
舎
面
積
（
第
十
七
条
関
係
）

イ

基
準
校
舎
面
積
の
表

課
程
の
区
分

学
科
の
属
す
る
分
野
の
区
分

学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と
の

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

生
徒
総
定
員
の
区
分

工
業
関
係
、
農
業
関
係
、
医
療
関
係
、

四
十
人
ま
で

2
6
0

高
等
課
程
又
は

衛
生
関
係
又
は
教
育
・
社
会
福
祉
関
係

四
十
一
人
以
上

2
6
0

＋3
.
0

×
（
生
徒
総
定
員
－4

0

）

専
門
課
程

商
業
実
務
関
係
、
家
政
関
係
又
は

四
十
人
ま
で

2
0
0

文
化
・
教
養
関
係

四
十
一
人
以
上

2
0
0

＋2
.
5

×
（
生
徒
総
定
員
－4

0

）

工
業
関
係
、
農
業
関
係
、
医
療
関
係
、

四
十
人
ま
で

1
3
0

一
般
課
程

衛
生
関
係
又
は
教
育
・
社
会
福
祉
関
係

四
十
一
人
以
上

1
3
0

＋2
.
5

×
（
生
徒
総
定
員
－4

0

）

商
業
実
務
関
係
、
家
政
関
係
又
は

四
十
人
ま
で

1
3
0

文
化
・
教
養
関
係

四
十
一
人
以
上

1
3
0

＋2
.
3

×
（
生
徒
総
定
員
－4

0

）

備
考

こ
の
表
に
掲
げ
る
算
式
中
生
徒
総
定
員
と
あ
る
の
は
、
学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と
の
生
徒
総
定
員
を
い
う
。
（
ロ
の
表
に
お

い
て
同
じ
。
）

ロ

加
算
校
舎
面
積
の
表

課
程
の
区
分

学
科
の
属
す
る
分
野
の
区
分

学
科
の
属
す
る
分
野
ご
と
の

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

生
徒
総
定
員
の
区
分

工
業
関
係
、
農
業
関
係
、
医
療
関
係
、

四
十
人
ま
で

1
8
0

高
等
課
程
又
は

衛
生
関
係
又
は
教
育
・
社
会
福
祉
関
係

四
十
一
人
以
上

1
8
0

＋3
.
0

×
（
生
徒
総
定
員
－4

0

）

専
門
課
程

商
業
実
務
関
係
、
家
政
関
係
又
は

四
十
人
ま
で

1
4
0

文
化
・
教
養
関
係

四
十
一
人
以
上

1
4
0

＋2
.
5

×
（
生
徒
総
定
員
－4

0

）

工
業
関
係
、
農
業
関
係
、
医
療
関
係
、

四
十
人
ま
で

1
1
0

一
般
課
程

衛
生
関
係
又
は
教
育
・
社
会
福
祉
関
係

四
十
一
人
以
上

1
1
0

＋2
.
5

×
（
生
徒
総
定
員
－4

0

）

商
業
実
務
関
係
、
家
政
関
係
又
は

四
十
人
ま
で

1
0
0

文
化
・
教
養
関
係

四
十
一
人
以
上

1
0
0

＋2
.
3

×
（
生
徒
総
定
員
－4

0

）



別

紙

○

文

部

省

告

示

第

八

十

三

号

専

修

学

校

設

置

基

準

（

昭

和

五

十

一

年

文

部

省

令

第

二

号

）

第

九

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

、

専

修

学

校

が

授

業

科

目

の

履

修

と

み

な

す

こ

と

が

で

き

る

学

修

を

次

の

よ

う

に

定

め

、

平

成

六

年

七

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

平

成

六

年

六

月

二

十

一

日

文

部

大

臣

赤

松

良

子

一

高

等

専

門

学

校

の

課

程

に

お

け

る

学

修

で

、

専

修

学

校

に

お

い

て

、

専

門

課

程

に

お

け

る

教

育

に

相

当

す

る

水

準

を

有

す

る

と

認

め

た

も

の

二

大

学

の

専

攻

料

に

お

け

る

学

修

三

短

期

大

学

又

は

高

等

専

門

学

校

の

専

攻

料

に

お

け

る

学

修



別

添

２

○

文

部

省

告

示

第

八

十

四

号

専

修

学

校

の

専

門

課

程

の

修

了

者

に

対

す

る

専

門

士

の

称

号

の

付

与

に

関

す

る

規

程

を

次

の

よ

う

に

定

め

る

。

平

成

六

年

六

月

二

十

一

日

文

部

大

臣

赤

松

良

子

専

修

学

校

の

専

門

課

程

の

修

了

者

に

対

す

る

専

門

士

の

称

号

の

付

与

に

関

す

る

規

程

（

目

的

）

第

一

条

こ

の

規

程

は

、

専

修

学

校

の

専

門

課

程

に

お

け

る

学

習

の

成

果

を

適

切

に

評

価

し

、

一

定

の

専

修

学

校

の

専

門

課

程

の

修

了

者

に

対

し

専

門

士

の

称

号

を

付

与

す

る

こ

と

に

よ

り

、

そ

の

修

了

者

の

社

会

的

評

価

の

向

上

を

図

り

、

も

っ

て

生

涯

学

習

の

振

興

に

資

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。

（

称

号

）

第

二

条

学

校

教

育

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

二

十

六

号

）

第

八

十

二

条

の

二

に

規

定

す

る

専

修

学

校

の

同

法

第

八

十

二

条

の

三

第

一

項

に

規

定

す

る

専

門

課

程

の

課

程

で

、

次

に

掲

げ

る

要

件

を

満

た

す

と

文

部

大

臣

が

認

め

る

も

の

を

修

了

し

た

者

は

、

専

門

士

と

称

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

一

修

業

年

限

が

二

年

以

上

で

あ

る

こ

と

。

二

課

程

の

修

了

に

必

要

な

総

授

業

時

数

が

千

七

百

時

間

以

上

で

あ

る

こ

と

。

三

試

験

等

に

よ

り

成

績

評

価

を

行

い

、

そ

の

評

価

に

基

づ

い

て

課

程

修

了

の

認

定

を

行

っ

て

い

る

こ

と

。

（

告

示

）

第

三

条

文

部

大

臣

は

、

前

条

の

規

定

に

よ

り

認

め

た

課

程

を

官

報

で

告

示

す

る

。

課

程

の

名

称

に

変

更

が

あ

っ

た

と

き

も

、

同

様

と

す

る

。

２

文

部

大

臣

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

り

告

示

し

た

課

程

に

つ

い

て

、

廃

止

さ

れ

た

と

き

又

は

前

条

各

号

に

掲

げ

る

要

件

に

適

合

し

な

く

な

っ

た

と

認

め

た

と

き

は

、

そ

の

旨

を

官

報

で

告

示

す

る

。

附

則

こ

の

規

程

は

、

平

成

七

年

一

月

一

日

よ

り

実

施

す

る

。


	Taro-本文.pdf
	Taro-別添１
	Taro-２
	Taro-３
	Taro-2
	Taro-別添２

